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い
う
歌
集
（
作
品
）
を
中
心
と
し
た
、
あ
る
い
は
万
葉
集
に
向
か
っ
た
人
々
と

の
関
わ
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
わ
れ
わ
れ
は
「
万
葉
集
」
と
い
う
書
物

（
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
万
葉
集
）
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

万
葉
文
化
館
に
は
、
嫁
入
り
本
以
外
に
も
多
く
の
貴
重
な
資
料
が
蔵
さ
れ
て

い
る
。
あ
わ
せ
て
万
葉
集
関
連
書
の
調
査
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
、

ど
の
よ
う
な
人
々
が
ど
の
よ
う
な
万
葉
集
を
よ
み
、
ど
の
よ
う
に
受
け
継
い
で

い
っ
た
の
か
、
そ
こ
に
生
き
た
人
と
テ
キ
ス
ト
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
、

「
万
葉
集
」
と
い
う
「
文
化
」
に
携
わ
っ
た
人
々
と
、
そ
の
人
々
が
よ
ん
だ
テ

キ
ス
ト
と
を
多
角
的
に
考
え
よ
う
と
し
た
。
以
下
、
具
体
的
に
、
本
研
究
の
意

図
し
た
と
こ
ろ
を
述
べ
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
課
題
の
一
つ
と
し
て
提
示
す
る
と

と
も
に
、
万
葉
文
化
館
蔵
の
資
料
群
の
紹
介
を
お
こ
な
い
、
本
研
究
の
成
果
を

記
録
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

二　

共
同
研
究
の
概
要

本
研
究
で
扱
っ
た
テ
ー
マ
は
、
大
き
く
次
の
三
点
で
あ
る
。

①
平
仮
名
訓
本
万
葉
集
の
全
体
把
握

②
万
葉
集
を
よ
ん
だ
人
々
・
人
々
の
よ
ん
だ
万
葉
集

③
万
葉
集
の
流
転
と
継
承

①
で
は
、
万
葉
文
化
館
蔵
嫁
入
り
本
万
葉
集
の
類
本
を
集
め
る
こ
と
で
、
従

来
、
存
在
を
知
ら
れ
な
が
ら
も
万
葉
集
本
文
と
し
て
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

一　

は
じ
め
に

近
年
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
の
公
開
や
廣
瀬
本
万
葉
集
の
発
見
に
よ
っ
て
、

万
葉
集
の
諸
本
研
究
、
伝
本
研
究
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
近
年
の
諸
本
研

究
の
特
徴
は
、
単
に
万
葉
集
の
本
文
制
定
の
た
め
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
自
体

を
、
そ
れ
が
成
立
し
た
場
に
置
い
て
、
そ
れ
自
身
の
テ
キ
ス
ト
価
値
を
問
題
と

す
る
点
で
あ
る
。
二
〇
一
六
、
二
〇
一
七
年
度
万
葉
文
化
館
共
同
研
究
「
万
葉

集
を
よ
ん
だ
人
々
・
人
々
の
よ
ん
だ
万
葉
集
」
は
、
そ
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
研

究
の
流
れ
を
う
け
て
、
万
葉
文
化
館
蔵
嫁
入
り
本
万
葉
集
を
中
心
に
取
り
上
げ
、

万
葉
集
を
写
し
た
人
、
よ
ん
だ
人
、
あ
る
い
は
必
要
と
し
た
人
な
ど
、
人
お
よ

び
人
の
営
み
に
焦
点
を
あ
て
、
万
葉
集
を
文
化
活
動
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
従
来
の
万
葉
集
研
究
も
、
万
葉
集
を
題

材
と
し
た
一
つ
の
文
化
現
象
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
な
い
。
そ
れ
ら
も
人
の
営

為
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
『
万
葉
集
』
と

万
葉
集
を
よ
ん
だ
人
々
・

　
　
　
人
々
の
よ
ん
だ
万
葉
集

　
―
付
、
万
葉
文
化
館
蔵
万
葉
集
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
葉
集
関
連
書
籍
―

 

乾　

善
彦
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平
仮
名
傍
訓
本
に
つ
い
て
、
そ
の
伝
本
上
の
位
置
付
け
を
試
み
た
。
平
仮
名
傍

訓
本
は
、
万
葉
文
化
館
を
は
じ
め
名
古
屋
蓬
左
文
庫
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、

関
西
大
学
（
二
本
）、
新
潟
大
学
、
獨
協
大
学
な
ど
各
所
に
存
在
が
確
認
さ
れ

た
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
伝
本
が
存
す
る
と
思
わ
れ
る
。
万
葉
文

化
館
蔵
本
は
、
紺
地
金
泥
の
豪
華
な
表
紙
と
鳥
の
子
の
料
紙
と
が
特
徴
で
あ
る

が
、
こ
れ
と
同
様
の
装
幀
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
本
、
関
西
大
学
一
本
、
獨

協
大
学
本
に
み
ら
れ
る
。
関
西
大
学
の
も
う
一
本
と
名
古
屋
蓬
左
文
庫
蔵
本
は
、

綾
地
表
紙
。
い
ず
れ
も
豪
華
な
装
幀
で
あ
り
、
調
度
品
と
し
て
の
価
値
も
み
と

め
ら
れ
る
。
近
世
初
期
に
こ
の
よ
う
な
本
を
生
産
す
る
工
房
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
た
、
そ
れ
を
支
え
る
だ
け
の
需
要
も
あ
っ
た
こ

と
と
想
像
さ
れ
る
。「
嫁
入
り
本
」
の
名
の
通
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
本
文

よ
り
も
調
度
品
と
し
て
の
需
要
が
あ
っ
た
と
思
し
い
。
た
だ
し
、
関
西
大
学
の

綾
地
表
紙
本
は
、
版
本
の
写
し
で
は
な
く
、
伝
本
の
上
か
ら
も
注
意
さ
れ
る
と

い
う
（
田
中
氏
談
）。
平
仮
名
傍
訓
本
の
総
合
的
な
研
究
と
し
て
、
本
集
、
田

中
論
文
に
詳
し
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

②
に
つ
い
て
は
、
万
葉
集
そ
の
も
の
の
テ
キ
ス
ト
以
外
に
、
万
葉
集
が
よ
ま

れ
て
き
た
も
の
を
と
り
あ
げ
て
、
万
葉
集
伝
来
の
あ
り
か
た
を
考
え
た
。
大
き

く
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。

ａ
．
平
安
鎌
倉
時
代
の
仮
名
書
き
万
葉
集

源
順
の
古
点
以
降
、
仙
覚
の
新
点
に
い
た
る
ま
で
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
は
多

く
の
歌
人
に
よ
っ
て
、
万
葉
集
歌
が
仮
名
で
記
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
古

今
和
歌
六
帖
に
含
ま
れ
る
万
葉
集
歌
や
、
拾
遺
集
に
と
ら
れ
た
万
葉
集
歌
な
ど
、

だ
れ
が
よ
ん
だ
か
、
あ
る
い
は
だ
れ
が
伝
え
た
か
、
不
明
な
点
が
多
い
が
、
お

そ
ら
く
、
と
あ
る
歌
人
に
よ
っ
て
そ
こ
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
以
前
に
も
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
近
年
、
平
安
・
鎌
倉
期
の
歌
書
類
に
収
め
ら
れ
る

万
葉
歌
と
万
葉
集
と
の
関
係
が
詳
細
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、

伝
承
で
は
な
く
万
葉
集
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
万
葉
歌
が
選
ば
れ
て
い
る
場
合
の

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ど
の
よ
う
な
万
葉
集
に
よ
る
か
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
三
十
六
人
集
の
人
麻
呂
集
、
赤
人
集
、
家
持
集
に
つ
い
て
も
、

万
葉
集
テ
キ
ス
ト
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
、
伝

本
研
究
と
は
異
な
る
視
点
で
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
万
葉
集
享
受
の
あ
り
方
を
探

る
こ
と
も
、
本
研
究
の
課
題
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
池
原
に
よ
る
古
今
六

帖
の
万
葉
歌
、
樋
口
に
よ
る
夫
木
和
歌
抄
の
万
葉
歌
、
新
沢
の
三
十
六
人
集
の

万
葉
歌
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
（
参
照
、
池
原
陽
斉
『
萬
葉
集
訓
読
の
資

料
と
方
法
』（
二
〇
一
六
、
笠
間
書
院
）、
新
沢
典
子
「
本
文
批
評
に
お
け
る
仮

名
万
葉
の
価
値
」、樋
口
百
合
子
「
中
世
名
所
歌
集
所
収
万
葉
歌
の
価
値
」（
以
上
、

小
川
靖
彦
編
『
萬
葉
写
本
学
入
門　

上
代
文
学
研
究
法
セ
ミ
ナ
ー
』（
二
〇
一
六
、

笠
間
書
院
））。

ｂ
．
注
釈
書

注
釈
書
も
、
研
究
書
と
し
て
で
は
な
く
、
享
受
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
古
く
冷
泉
時
雨
亭
文
庫
蔵
万
葉
集
抄
（
万
葉
集
叢
書
に
そ
の
写

し
で
あ
る
図
書
寮
本
が
お
さ
め
ら
れ
る
）
は
や
は
り
歌
人
の
手
に
な
る
、
歌
作
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の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
仙
覚
の
本
格
的
な
注
釈
は
、
数
度
に
わ
た
る
テ
キ

ス
ト
の
校
合
作
業
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
校
合
の
目
的
が
歌
作
の
た
め

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
、
万
葉
集
の
解
釈
の
た
め
と
と
ら
え
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
、契
沖
の
注
釈
作
業
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
（
拙
稿
「
万

葉
集
の
テ
キ
ス
ト
と
注
釈
―
仙
覚
と
契
沖
の
場
合
―
」（
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー

ナ
ル
第
五
号
、
二
〇
一
八
・
三
）。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
と
並
行
し
て
も

の
さ
れ
た
宗
祇
や
季
吟
の
注
釈
は
、
や
は
り
、
歌
こ
と
ば
へ
の
関
心
、
つ
ま

り
歌
作
あ
る
い
は
連
歌
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
万
葉
集
を
よ
む
こ

と
は
、
歌
人
や
連
歌
師
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
の
営
み
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
万
葉
文
化
館
に
は
、
宗
祇
抄
、
代
匠
記
、
万
葉
考
な
ど
の
注
釈
書

も
蔵
さ
れ
て
お
り
（
第
三
節
参
照
）、
今
後
の
継
続
的
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

本
集
に
は
、
宗
祇
抄
に
つ
い
て
の
景
井
の
論
考
と
、
万
葉
考
に
つ
い
て
の
城
崎

の
論
考
が
あ
る
。

ｃ
．
万
葉
集
の
書
入
本
諸
本

松
阪
市
本
居
宣
長
記
念
館
に
、
宣
長
の
手
択
本
万
葉
集
が
蔵
さ
れ
て
お
り
、

そ
こ
に
は
宣
長
に
よ
る
多
く
の
書
入
れ
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
宣
長
説
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
宣
長
説
の
書
入
れ
は
、
各
地
の
国
学

者
た
ち
の
書
入
れ
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
本
に
は
、
宣
長

の
奥
書
が
貼
紙
と
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。

右
、
萬
葉
集
二
十
巻
、
以　

景
山
屈
先
生
家
蔵
本
校
正
之
。
至
如
冠
註
旁

註
亦
皆
據
其
本
。
已
此
本
也　

先
生
所
自
校
正
、
蓋
以
契
沖
先
師
代
匠
記

為
據
、
如
其
称
師
云
則
今
井
似
閑
翁
之
説
也
。
翁
亦
契
沖
之
門
人
也
。　

先
生
與
似
閑
門
人
樋
口
老
人
宗
武
友
善
、
是
故　

先
生
以
其
本
校
正
訓
點

冠
註
旁
註
之
、則
實
契
沖
傳
説
之
義
、不
待
代
匠
記
而
明
焉
者
也
。故〈
予
〉

深
崇
信
之
以
餘
力
冩
之
、
蔵
巾
笥
為
秘
珍
矣
。
後
之
閲
者
勿
忽
諸
爾

寶
暦
七
年
丁
丑
五
月
九
日
卒
業
于
平
安
室
坊
寓
居

　
　
　
　
　

神
風
伊
勢
意
須
比
飯
高
蕣
庵
本
居
宣
長
謹
（
以
上
貼
紙
）

天
明
六
年
丙
午
十
月
十
二
日
夜
会
読
卒
業
（
貼
紙
の
横
、
裏
表
紙
見
返
に

直
筆
）

こ
れ
と
同
じ
貼
紙
の
奥
書
が
、
万
葉
文
化
館
蔵
万
葉
集
傍
注
に
も
、
貼
ら

れ
て
い
る
。
関
西
大
学
図
書
館
蔵
寛
永
版
本
（C2/111.221/1

～21

）
に
も
、

本
居
宣
長
記
念
館
本
と
同
じ
奥
書
が
貼
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
天
明
六
年
の

会
読
卒
業
の
一
行
ま
で
書
き
入
れ
ら
れ
、
本
居
宣
長
記
念
館
本
と
そ
っ
く
り
の

形
態
に
な
っ
て
い
る
。
関
西
大
学
本
は
、
巻
一
表
紙
見
返
に
、

寛
永
二
十
年
版
部
倶
二
十
巻
／
于
時
／
天
和
壬
戌
年
／
林
祥
日
／
杦
井
氏

常
政
九
拝
（
巻
一
末
）

師
ハ
本
居
春
庵
宣
長
ノ
コ
ト
／
岡
ハ
岡
部
氏
加
茂
真
淵
ノ
コ
ト
／
谷
川
氏

ハ
谷
川
上
斉
ノ
コ
ト

万
葉
集
書
入
二
三
冊
ハ
師
ノ
ヲ
シ
ヘ
書
入
ア
レ
ト
モ
其
度
九
州
旅
行
是
非

ナ
シ
依
テ
周
令
同
門
ノ
兄
稲
掛
大
平
カ
本
ヲ
以
助
ケ
ナ
ラ
ン
カ
ト
父
政
方

六
十
歳
ノ
冬
老
眼
悪
筆
ニ
テ
全
部
書
入
畢
ヌ
帰
国
ノ
後
ヲ
コ
タ
ル
コ
ト
ナ

カ
レ
（
巻
一
表
紙
見
返
）
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と
あ
り
、「
稲
掛
大
平
カ
本
」
を
写
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
万
葉
文
化
館
本

に
は
、
宣
長
奥
書
の
貼
紙
に
次
い
で
、

右
萬
葉
集
者
師
〈
本
居
宣
長
〉
書
入
校
正
之
本
也
／
但
〈
予
〉
以
稲
掛
大

平
之
本
寛
政
九
年
十
月
四
日
書
入
写
畢　

同
十
一
年
己
未
五
月
廿
五
日
以

殿
村
安
守
之
本
再
書
入
校
合
／
畢　

神
風
伊
勢
飯
野
御
民　

堀
口
光
重

の
貼
紙
が
あ
り
、
こ
こ
に
も
「
稲
掛
大
平
之
本
」
の
名
が
み
え
る
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
、
宣
長
書
入
れ
の
広
が
り
が
わ
か
る
。
万
葉
文
化
館
に
は
こ
の
他
、
巻

一
の
み
の
写
本
（
版
本
の
写
し
）
や
薄
様
本
の
万
葉
集
に
も
、
宣
長
そ
の
他
、

国
学
者
た
ち
の
書
入
れ
が
み
と
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
近
世
の
国
学
者
た

ち
が
、
宣
長
の
書
入
れ
を
受
け
継
い
で
い
っ
た
営
為
の
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
入
れ
は
、
師
説
の
継
承
と
あ
ら
た
な
私
按
説
と
が
入
り

混
じ
っ
て
お
り
、
単
に
宣
長
説
の
継
承
だ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
そ
れ
を

も
の
し
た
人
の
営
為
が
あ
る
。
近
世
の
万
葉
集
の
よ
み
方
の
ひ
と
つ
と
し
て
と

ら
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
国
学
者
た
ち
の
学
問
の
ひ
と
つ
の

方
法
で
も
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
は
、
近
世
の
学
問
の
あ
り
方
と
い
う
面
か
ら
も
興
味
深
い
。
今
後
、
国
学

者
た
ち
の
書
入
れ
の
集
成
が
、一
つ
の
テ
ー
マ
と
な
り
う
る
も
の
と
考
え
る（
参

照
、
城
崎
陽
子
『
近
世
国
学
と
万
葉
集
研
究
』（
二
〇
〇
九
、
お
う
ふ
う
））。

③
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
万
葉
集
の
継
承
を
取

り
上
げ
た
。

万
葉
集
を
写
し
た
人
々
、
改
編
し
た
人
々
、
注
釈
し
た
人
々
、
そ
れ
を
継
承

し
て
い
っ
た
人
々
、
そ
の
他
、
万
葉
集
に
言
及
し
た
人
々
な
ど
、
多
く
の
人
々

に
支
え
ら
れ
て
、
万
葉
集
は
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
本
共
同
研
究
で
は
、

と
く
に
近
世
の
万
葉
集
受
容
に
焦
点
を
当
て
て
、
万
葉
文
化
館
の
蔵
書
調
査
を

行
っ
た
。
そ
れ
と
は
別
に
、
近
世
初
期
に
堂
上
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
万
葉
集

の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
「
禁
裏
御
本
」
に
つ
い
て
の
研
究
も
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し

て
取
り
上
げ
た
（
参
照
、
大
石
真
由
香
「
禁
裏
御
本
書
入
本
の
系
統
関
係
再
考

―
近
世
初
期
の
書
写
活
動
」（
小
川
靖
彦
編
『
萬
葉
写
本
学
入
門　

上
代
文
学

研
究
法
セ
ミ
ナ
ー
』（
二
〇
一
六
、
笠
間
書
院
））。
そ
れ
は
近
世
流
布
し
た
版

本
や
そ
れ
を
写
し
た
と
思
わ
れ
る
嫁
入
り
本
と
の
関
係
に
も
つ
な
が
る
か
ら

で
あ
る
。
関
西
大
学
蔵
紺
地
金
泥
表
紙
の
平
仮
名
傍
訓
本
に
は
、
冒
頭
数
枚
に

奇
妙
な
錯
簡
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
錯
簡
は
万
葉
文
化
館
蔵
宝
永
版
本
の

冒
頭
奥
書
部
分
の
版
木
の
あ
り
方
か
ら
、
錯
簡
の
生
じ
た
原
因
が
説
明
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
万
葉
集
版
本
の
版
木
の
あ
り
方
が
、
奇
妙
な
錯
簡
の
原
因
を

含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
平
仮
名
傍
訓
本
と
寛
永
版
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

田
中
論
文
に
詳
し
い
こ
と
、
先
述
し
た
。

近
世
初
期
に
万
葉
集
に
か
か
わ
っ
た
人
々
と
し
て
、
拾
穂
抄
の
北
村
季
吟
、

拾
穂
抄
の
原
本
を
提
供
し
た
藤
原
惺
窩
な
ど
が
研
究
対
象
と
な
っ
た
（
大
石
真

由
香
『
近
世
初
期
『
万
葉
集
』
の
研
究
―
北
村
季
吟
と
藤
原
惺
窩
の
受
容
と
継

承
―
』（
二
〇
一
七
、
和
泉
書
院
））。
中
院
本
の
中
院
通
村
、
あ
る
い
は
近
衛

家
の
万
葉
集
書
写
活
動
も
、
万
葉
集
の
伝
本
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
文

化
環
境
の
中
で
、
万
葉
集
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
中



―115―

に
、
嫁
入
本
の
制
作
工
房
の
人
々
も
ま
た
、
近
世
の
万
葉
集
に
携
わ
っ
た
者
た

ち
と
し
て
具
体
的
な
活
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
も
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

近
世
期
に
も
、
前
時
代
か
ら
引
き
続
き
、
平
仮
名
書
の
本
文
の
万
葉
集
の
類

纂
本
が
い
く
つ
か
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
、
調
査
し
え
た
の
は
、
万
葉
文
化
館

蔵
『
万
葉
集
抜
穂
』
と
関
西
大
学
蔵
『
春
秋
万
葉
集
』
と
で
あ
る
。
前
者
は
、

仮
名
で
万
葉
集
歌
を
抄
出
改
編
し
た
も
の
で
、
類
題
歌
集
の
体
裁
を
と
る
。
全

八
十
四
丁
。
後
者
も
同
じ
く
万
葉
集
歌
を
仮
名
書
類
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
歌

い
だ
し
の
五
十
音
順
に
配
列
さ
れ
て
お
り
、
全
二
〇
六
丁
の
大
部
な
も
の
で

あ
る
。
そ
の
目
的
や
意
図
、
編
者
な
ど
は
不
明
。
今
後
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
他
、
万
葉
文
化
館
に
は
、
略
解
本
抜
書
万
葉
集
類
句
の
写
本
、
万
葉
二
聖

集
、
万
葉
集
類
葉
抄
、
万
葉
集
類
句
な
ど
の
版
本
類
が
、
近
世
期
に
も
の
さ
れ

た
仮
名
書
万
葉
の
一
類
と
し
て
蔵
さ
れ
て
お
り
、
近
世
期
の
万
葉
集
享
受
の
あ

り
方
を
考
え
る
こ
と
も
、
今
後
の
テ
ー
マ
と
な
ろ
う
（
参
照
、
景
井
詳
雅
「『
萬

葉
集
佳
詞
』
続
考
―
注
釈
の
性
格
―
」（
和
漢
語
文
研
究
十
三
、二
〇
一
五
・
三
））。

三　

二
年
間
で
調
査
し
た
万
葉
文
化
館
蔵
本

一　

平
仮
名
傍
訓
本

①
ロ
12
万
葉
集
（
嫁
入
本
）　

紺
地
金
泥
表
紙
、
全
二
十
巻
。

近
世
以
降
、
紺
地
金
泥
表
紙
の
調
度
本
と
し
て
、
数
多
く
制
作
さ
れ
た
も
の
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
紺
地
金
泥
表
紙
の
調
度
本
は
、
万
葉
文
化
館
蔵
本
を
は
じ
め
、

関
西
大
学
（
二
本
の
う
ち
の
一
本
、
も
う
一
本
は
綾
地
表
紙
）、
国
文
学
研
究

資
料
館
、
獨
協
大
学
な
ど
に
蔵
さ
れ
、
そ
の
他
、
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
（
綾
地

表
紙
）、
新
潟
大
学
（
表
紙
の
形
態
不
明
）
な
ど
に
平
仮
名
傍
訓
本
の
所
在
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
集
田
中
大
士
論
文
参
照
。

二　

万
葉
集
の
書
入
本

②
ロ
１　

万
葉
集
（
薄
葉
本
）　

一
冊
二
巻
綴　

１
～
６
（
２
欠
）
の
五
冊
（
巻

十
二
ま
で
）

　
　

巻
一
～
十
一
に
朱
・
墨
の
書
入
れ
（
主
に
万
葉
考
説
、中
に
宣
長
云
あ
り
）

③
ロ
２　

万
葉
集
（
袖
珍
本
）　

万
葉
集
校
異
の
写
本　

欄
外
は
校
異
本
の
頭

書
　
　

リ
ス
ト
に
あ
る
「
藤
原
以
文　

文
化
二
年
写
」
は
あ
や
ま
り
。
校
異
本
の

奥
書
。

　
　

版
本
の
写
し
だ
が
、
大
き
さ
が
袖
珍
本
の
万
葉
集
は
珍
し
い
。
全
六
冊
仕

立
て
。

④
ロ
３　

萬
葉
和
歌
集
校
異　

文
化
二
年
刊　

出
雲
寺
文
治
郎　

巻
五
欠　

全

十
九
巻

　
　

朱
書
入　

巻
七　

二
十
八
丁
く
ら
い
ま
で

　
　

真
淵
翁
、
宣
長
翁
、
略
解
な
ど
／
伊
則
イ
フ
＝
独
自
説
（
書
入
者
か
）

⑤
ロ
４　

万
葉
集
傍
注　

寛
政
元
年
刊　

出
雲
寺
泉
掾　

出
雲
寺
文
治
郎　

全
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二
十
巻

表
紙
貼
紙
「
凹
邨
文
庫
／
第
百
三
拾
三
号
／
全
部
貮
拾
冊
」（
巻
一
）

蔵
書
印
「
萬
津
迦
計
」（
陰
刻
）、「
光
重
之
印
」（
陽
刻
）

全
体
に
書
入
・
貼
紙
・
紙
片
挿
込
多
数

師
按
、
師
本
、
岡
説
、
岡
部
翁
、
考
、
谷
川
氏
、
道
丸
、、
道
万
呂
、
久

老
、
千
蔭
、
長
流
、
大
平
、
海
量
、
龍
丸
、
綾
足
、
安
田
正
起
、
西
山
正

年
、
宮
地
春
樹
、
谷
真
潮
、
内
山
真
龍
、
光
重
按
ほ
か

巻
二
十　

成
俊
奥
書
の
丁
に
、
内
山
真
龍
の
書
付
、

万
葉
集
之
今
ノ
本　

傳
り
候
ハ
延
元
年
中
／
吉
野
ノ
御
子
宗
良
親
王
信
濃

ノ
姨
捨
山
／
に
か
く
れ
お
は
し
ま
し
ゝ
時
権
少
僧
都
成
俊
ニ
／
あ
た
へ
給

ふ
万
葉
集
也
此
事
ハ
万
葉
集
奥
書
／
文
和
年
中
僧
都
か
文
と
宗
良
親
王
／

の
歌
集
と
引
合
候
へ
ハ
よ
く
相
知
レ
申
候
此
／
親
王
ハ
遠
江
国
引
佐
野
ニ

忍
ハ
セ
給
ひ
て
／
遠
江
ニ
陵
有
仙
覚
之
訓
之
外
ハ
親
王
／
と
僧
都
之
訓
と

存
ら
れ
候
／
内
山
真
龍

さ
ら
に
、
宣
長
手
択
本
奥
書
の
貼
紙
に
な
ら
ん
で
、
次
の
堀
口
光
重
書
付
貼

紙
が
あ
る
。

右
萬
葉
集
者
師
〈
本
居
宣
長
〉
書
入
校
正
之
本
也
但
予
以
稲
掛
大
平
之
本

／
寛
政
九
年
十
月
四
日
書
入
写
畢　

同
十
一
年
己
未
五
月
廿
五
日
／
以
殿

村
安
守
之
本
再
書
入
校
合
畢
／
神
風
伊
勢
飯
野
御
民　

堀
口
光
重

内
山
真
龍
（
一
七
四
〇
～
一
八
二
一
）
は
遠
州
の
国
学
者
、
賀
茂
真
淵
、
渡

辺
蒙
庵
、
田
中
道
麿
門
人
。
高
松
亮
太
「
賀
茂
真
淵
と
内
山
真
龍
―
『
内
山
真

龍
翁
関
係
手
帖
横
巻
』
を
中
心
に
―
」（
鯉
城
往
来
二
〇
、
二
〇
一
七
・
十
二
）

参
照
。

堀
口
光
重
は
伊
勢
の
国
学
者
、
宣
長
門
人
。
本
居
宣
長
記
念
館
蔵
宣
長
四
十

四
歳
像
の
箱
書
（
内
箱
）
に
、「
本
居
中
衛
平
宣
長
大
人
肖
像
自
画
自
讚
／
松

蔭
堀
口
光
重
珍
蔵
／
印『
堀
口
六
兵
衛
』（
陽
刻
）印『
光
重
』（
陰
刻
）」。
裏「
い

ま
の
鈴
乃
屋
春
庭
う
し
よ
り
此
像
を
譲
り
た
ま
ひ
け
れ
ば
い
と
も

く
う
れ
し

く
あ
り
が
た
く
て
ひ
め
お
く
箱
に
か
き
つ
く
／
わ
か
れ
し
は
雲
ゐ
は
る
か
に
入

る
月
の
ひ
か
り
を
こ
ゝ
う
つ
し
と
め
け
る
／
源
（
花
押
）
印
（
陽
刻
）」
と
あ
る
。

蔵
書
票
の
「
凹
邨
文
庫
」
に
つ
い
て
は
、
本
居
宣
長
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
宣
長
さ
が
し　

宣
長
と
小
津
安
二
郎
を
つ
な
ぐ
も
の
」
に
、
次
の
よ
う
な
記

事
が
あ
る
。

つ
ま
り
小
津
は
爛
熟
の
東
京
で
は
な
く
、
終
焉
と
は
い
え
、
ま
だ
豊
か
で

静
か
な
空
気
が
漂
う
町
で
多
感
な
少
年
期
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。
本

家
の
土
手
新
に
は
西
荘
文
庫
と
し
て
珍
籍
稀
書
や
三
〇
〇
点
余
り
の
円
山

応
挙
作
品
が
あ
り
、
叔
母
の
嫁
ぎ
先
の
長
井
家
の
主
人
は
謡
曲
に
入
れ
あ

げ
て
い
て
、
最
も
親
し
か
っ
た
友
人
、
乾
の
家
に
は
凹
邨
文
庫
と
い
う
図

書
の
山
が
あ
っ
た
の
で
す
。

「
凹
邨
文
庫
」
の
蔵
書
票
を
も
つ
本
は
、
各
地
の
図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
お
り
、

国
会
図
書
館
蔵
『
年
中
行
事
秘
抄
』、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
陶
説
』、
岩
瀬

文
庫
蔵
『
風
浪
後
集
』、
京
都
大
学 

吉
田
南
総
合
図
書
館
研
究
室
『
外
題
鑑
』、

京
都
大
学
附
属
図
書
館
・
谷
村
文
庫
蔵
『
鳩
巣
書
翰
』『
山
響
冊
子
』
な
ど
が
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知
ら
れ
る
。
万
葉
文
化
館
に
は
、
も
う
一
本
、『
万
葉
集
玉
の
小
琴
』
に
も
「
凹

邨
文
庫
」
の
蔵
書
票
が
あ
る
。

な
お
、
堀
口
光
重
の
「
萬
津
迦
計
」「
光
重
之
印
」
の
蔵
書
印
に
つ
い
て
、

同
じ
も
の
が
蓬
左
文
庫
蔵
『
田
安
亜
槐
御
歌
』
に
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
高

松
亮
太
「
実
朝
・
宗
武
を
め
ぐ
る
秋
成
の
活
動
と
上
方
和
学
」（
近
世
文
芸
九
六
、

二
〇
一
二
・
七
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

⑥
ロ
12　

萬
葉
和
歌
集
（
宝
永
版
）

（
刊
記
）
旹
寶
永
六
〈
丑
〉
季
春
吉
辰
／
御
書
物
屋　

出
雲
寺
和
泉
掾

（
奥
書
）

以
上
二
十
巻
諸
説
書
入
終

文
化
五
辰
年
長
月
三
日　

五
味
長
麻
呂
（
花
押
）

朱
・
墨
の
書
入　
（
墨
書
入
の
う
ち
に
「
恵
岳
」
な
ど
）

題
箋
の
巻
数
の
左
に
朱
で
万
葉
考
の
巻
次

⑦
ロ
11　

萬
葉
和
歌
集
（
宝
永
版
）

　

宝
永
版　

巻
十
五
・
十
六
あ
た
り
ま
で　

朱
・
墨
の
書
入
あ
り　

虫
食
い
の

た
め
精
査
不
能

⑧
ロ
36　

萬
葉
和
歌
集
（
宝
永
版
）

（
刊
記
）
旹
寶
永
六
〈
丑
〉
季
春
吉
辰
／
御
書
物
屋　

出
雲
寺
和
泉
掾

（
奥
書
）

五
束
邑

主　

大
宮
高
橋
氏　

㊞
［
墨
印
「
義
」］

題
箋
の
巻
数
の
左
に
朱
で
万
葉
考
の
巻
次

（
巻
二
十
尾
題
下
）

○
伊
勢
国
荒
木
田
神
主
久
老
本
奥
書

古
本
奥
書
云
永
和
元
年
十
一
月
廿
五
日
桑
門
由
阿
〈
在
判
〉

右
以
門
生
豊
前
国
人
藤
原
堅
石
所
校
本
再
校
畢

○
以
久
老
校
本
校
合

天
明
六
年
丙
午
七
月
七
日
校
合
畢
信
野
国
水
内
郡
永
井
幸
直

○
以
幸
直
校
本
再
校

天
明
七
年
〈
丁
未
〉
春
二
月
朔
同
国
高
井
郡
墨
坂
春
岑
校
合

○
以
春
嶺
翁
校
本
再
校

寛
政
八
年
〈
丙
辰
〉
臘
月
廿
八
日
同
国
水
内
郡
五
束
高
橋
義
暉

（
蔵
書
印
）

「
茂
吉
蔵
書
」「
蕉
雨
園
蔵
書
」

高
橋
義
暉
は
、
信
濃
国
の
国
学
者
。
東
京
大
学
文
学
部
図
書
館
蔵
『
韻
鏡
造

悃
抄
』
の
奥
書
に
「
寛
政
六
甲
寅
歳
五
月
中
旬 

大
宮
神
主
高
橋
義
暉
写 

于
時

五
十
六
歳
」
と
あ
り
、巻
末
に
「
持
主 

伊
豆
加 

大
宮
(
印
)
」
と
墨
書
が
あ
る
。

蔵
書
印
に
あ
る
「
蕉
雨
園
」
は
、
明
治
の
政
治
家
、
宮
内
大
臣
を
務
め
た
田
中

光
顕
の
邸
宅
。
そ
の
蔵
書
が
、
斎
藤
茂
吉
に
移
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑨
ロ
32　

万
葉
集
巻
第
一

版
本
の
本
文
の
み
を
写
し
、
朱
で
注
を
加
え
た
も
の

巻
一
、
二
十
九
丁
ウ
ま
で
（
末
二
丁
欠
）
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書
入
れ
と
し
て
、
鈴
、
本
居
氏
、
師
説
、
縣
居
、
考
、
岡
、
谷
川
氏
、
正
明
、

道
麿
、
建
正
、
荷
田
御
風
、
山
路
介
寿
、
久
葛
（
藤
本
）、
千
蔭
、
諸
平
按
（
貼

紙
）、
玉
勝
間
、
逍
遥
院
口
伝
な
ど
の
名
が
み
え
る
。

三　

注
釈
等
の
仮
名
書
歌

⑩
ロ
72　

万
葉
集
抄

二
丁
～　

巻
四　

版
本
の
写
し　

赭
に
て
訓
の
異
同
、
勘
物　

墨
に
て
行
間
に

注
（
岡
部
云
な
ど
）　

墨
に
て
頭
書
注
（
冲
今
按
な
ど
）

三
十
六
丁
～　

古
今
相
聞
往
来
歌　

仮
名
書
歌

八
十
二
丁
～　

雑
録　

万
葉
考
序
、旋
頭
歌（
漢
字
本
文
の
み
）　

正
述
心
緒（
漢

字
本
文
の
み
）
な
ど

⑪
ロ
11　

万
葉
集
注
抄
（
全
三
冊
）

第
一
冊　

一
～　

宗
祇
抄
（
仮
名
書
歌
）　

十
八
～　

万
葉
注
釈
〈
目
安
〉

第
二
冊　

第
三
冊　

万
葉
集
の
注
釈
（
巻
一　

二
十
七
番
ま
で
）

⑫
ロ
71　

万
葉
集
長
歌
載
短
歌
字
由
事

群
書
類
従
十
六
下
に
定
家
長
歌
短
歌
之
説
と
し
て
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。
引

用
歌
は
平
仮
名
書
。

そ
の
他
、
今
後
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
な
も
の

⑬
ロ
７　

万
葉
集
抜
穂　

写
一
冊　

仮
名
書
本
万
葉
集

⑭
ロ
11　

萬
葉
二
聖
集　

刊
二
巻
二
冊　

文
政
二
年　

河
内
屋
儀
助
他
刊　

篁

園
文
庫
（
竹
内
篁
園
）
旧
蔵

⑮
ロ
11　

萬
葉
緯　

写
六
冊

⑯
ロ
11　

万
葉
集
佳
調　

写
二
巻
一
冊　

寛
政
六
年　

長
瀬
真
幸
・
文
化
十
三

年　

真
見
い
く
し　

奥
書

⑰
ロ
21　

万
葉
集
玉
の
小
琴　

写
一
冊　

凹
邨
文
庫
本

⑱
ロ
21　

萬
葉
代
匠
記　

巻
五
抄　

写
二
冊
（
上
巻
は
巻
六
の
抄
出
、
下
巻
は

巻
五
の
抄
出
の
下
巻
）

⑲
ロ
37　

万
葉
考　

写
二
十
巻
十
六
冊

以
上
の
ほ
か
に
も
、
ロ
31　

寛
永
版
本
萬
葉
集
を
は
じ
め
調
査
が
及
ば
な
か
っ

た
も
の
が
相
当
あ
る
。
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
な
る
。

四　

ま
と
め

万
葉
集
の
研
究
史
の
と
ら
え
方
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を

承
知
で
略
述
す
る
と
、
源
順
の
古
点
、
仙
覚
の
校
本
と
注
釈
（
新
点
）
を
起
点

と
し
て
、
契
沖
の
代
匠
記
、
近
代
の
校
本
万
葉
集
と
万
葉
集
総
索
引
、
諸
注
集

成
と
し
て
の
万
葉
集
叢
書
（
工
具
の
整
備
）
と
澤
瀉
久
孝
『
万
葉
集
注
釈
』（
訓

詁
注
釈
の
方
法
）
が
画
期
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
核
と
し
て
、
万
葉

集
の
本
文
制
定
、
万
葉
集
歌
と
万
葉
集
自
体
の
理
解
を
め
ざ
し
て
き
た
。
あ
る

い
は
そ
の
た
め
の
研
究
方
法
が
、
模
索
さ
れ
て
き
た
。
日
本
文
学
の
中
で
校
本

と
索
引
が
整
っ
た
最
初
が
万
葉
集
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
恩
恵
に
浴
し
な
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が
ら
万
葉
集
研
究
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
工
具
類
の

整
備
は
、
そ
こ
か
ら
研
究
が
は
じ
ま
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
そ
れ
以
前
の

出
来
事
を
抽
象
化
し
て
し
ま
う
面
も
あ
る
の
は
い
な
め
な
い
。
そ
こ
に
取
り
残

さ
れ
た
も
の
は
、
研
究
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
い
っ
た
感
覚
を
う
む
の
も
事

実
で
あ
る
。
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
平
仮
名
傍
訓
本
は
ま
さ
に
そ
の
取
り
残
さ
れ

た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
の
研
究
が
、
万
葉
集
歌

や
万
葉
集
そ
の
も
の
の
理
解
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
否

定
的
な
面
も
あ
る
。
ま
た
、
校
本
万
葉
集
に
と
ら
れ
た
古
今
六
帖
や
五
代
集
歌

枕
な
ど
平
安
鎌
倉
時
代
の
類
聚
歌
集
中
の
万
葉
歌
も
、
そ
れ
が
本
文
制
定
や
訓

詁
注
釈
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
自
体
を
万
葉
集
歌
の
享
受

資
料
と
し
て
正
面
か
ら
向
き
合
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
量

の
膨
大
さ
も
あ
る
が
、
宣
長
の
書
入
れ
が
そ
れ
自
体
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
（
城
崎
陽
子
「
本
居
宣

長
記
念
館
蔵
本
居
宣
長
手
沢
本
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
書
込
」（
二
〇
一
四
年

度
万
葉
学
会
全
国
大
会
発
表
、
二
〇
一
四
・
十
・
十
二
、
於
天
理
大
学
）。
ま

し
て
そ
の
書
入
れ
の
末
流
が
万
葉
集
研
究
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
万
葉
集
が
日
本
文
学
史
の
中
の
ひ
と
つ
の
作
品
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
自
体
の
研
究
と
と
も
に
、
文
学
史
の
中
で
の
研
究
も
当
然
あ
っ
て
し
か
る

べ
き
で
あ
り
、
和
歌
文
学
研
究
で
は
常
識
的
な
享
受
史
研
究
が
万
葉
集
研
究
の

場
合
、
遅
れ
て
い
た
観
は
い
な
め
な
い
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
冷
泉
家
時

雨
亭
文
庫
の
公
開
や
廣
瀬
本
万
葉
集
の
発
見
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
そ
の
あ
た
り

の
研
究
が
ふ
え
つ
つ
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
ご
く
少
数
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
が

実
感
と
し
て
あ
る
。

こ
こ
に
示
し
た
よ
う
な
研
究
テ
ー
マ
が
は
た
し
て
万
葉
集
研
究
の
中
に
根
付

い
て
い
く
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
万
葉
集
が
長
い
歴
史
の
中
で
ど
の
よ

う
な
人
々
に
よ
っ
て
う
け
つ
が
れ
て
き
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
が
ど
の
よ

う
な
万
葉
集
を
よ
ん
で
き
た
の
か
、
あ
る
い
は
み
て
き
た
の
か
、
そ
う
い
っ
た

興
味
は
尽
き
な
い
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
隙
間
産
業
的
な
（
と
い
っ
て
は
共
同
研
究

者
諸
氏
に
は
失
礼
だ
が
）
研
究
を
採
択
い
た
だ
い
た
万
葉
文
化
館
関
係
者
の

方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。
願
わ
く
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
が
さ
ら
に
継
続
で

き
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
。




